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オホーツク海のシロサケ特に未成魚の分布団遊本

三島清吉"

Distribution and Migr抗.ionof Chum Salmon in the Okhotsk Sea， 

with Special Reference七oImmature Fish本

Seikichi阻 SHIMA**

Abstract 

Bωled uponぬeresults obぬinedby surveys of the RfV Oyashio M aru of the 
Japanese Government， the TjS Ho加8eiMaru ofHokkaido University，品nd位1eRfV
No. 5 K08ho Ma叩 ofthe Japanese Government， from 1959 till 1969， th泊 Wひrk
h品sde晶1もwith位1edisもribuもionand migr前ionof chum 日晶，lmon，particularly色hose
of immature fish. 
In也iswork，ぬemature fish are regarded as individuals which wo唱ldh品，ve
sp晶wnedin the year of their capture，乱ndimmature fish品目ぬosewhich have 
spent one winter or so at sea. The separ抗ionbeもweenimm品tureand mature fish 
is m品deafterぬecriterions proposed by Godfrey (1961) and Tak晶gi(1961) in 
もermsof gonad weight. 
The results obtained町 esummarized品目 fol1ow目;

(1) Boぬ immatureand mature chum salmon beginもomigra句 inもothe Okhotsk 
Sea from M晶Ywith fish of other salmonid speciω. In the e晶rlyse品目on，immature 
chum自畠lmondistribute in the southwestern p也rtof Kamchatsk晶， and then dis-
tribu初 widely 晶longぬeext目前 ofthe P品cificW晶もersflowing in句 theOkhotsk 
S帥 throughthe Kurile Straits. The older宣shprevailingly migra加 inthe early 
圃ummermigr晶，toryse晶sonand the younger fish in the late se品son. In September， 
imm抗urechum distribute sparsely in the norぬwestemp晶rもofthe sea， where品目
白eョrdistribu句 denselyon the w唱日も coa白色 o宜Kamch品旬k晶・ It appe晶rsthat the 
phenomenon reflecもsthe remov晶1of immature fish from the nor位1emp品凶
southwardly品目 thecoo1ing of surf品開 waterOCCUrB. 
(2) Imm抗urechum salmon consi的 offour品gegroups， from 2ω5 year-old fish. 
Two-y四 r-oldfish are晶lmostimma仇rreindividuals. No immature fish品refound 
in the 6 year-old group. The fem品le盆shouもnumberthe male in the 4晶nd5 
ye乱，r-oldgroups， whereas the male surp命関 the fem品lein number in 位1e2 and 
3 year-old ones. 
。) Immature fish are relatively 晶bundantin the w品，terof which 自晶linityis 
32.60児oor higher 抗 the10 m layer， もhoughthis is obscure from Augu呂志 through 
September. 
(4) Four year-old fish are alw品ysdomina叫 everyyear. Immature 3品nd4 year 
-old fish incre品目egradual1y wiもhthe 1晶pseof se晶son企omthe middle of August. 

事北海道大学水産学部北洋水産研究施設業績39号

(Con位ibutionNo. 39 from the R閣情，rchInstitute of N orth P品。温cFisheriω，F晶culもy
of Fisheries， HoklぬidoUniversiもy)

榊北海道大学水産学部北洋水産研究施設

(Research lnsもituteof North Pacific Fish剖e日， Hokkaido Unive間ity)
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1970] 三島:オホーツク海のシロサケ特に未成魚の分布回遊

The proportion of 3 and 4 ye乱，r-oldimma加 re貧自hto the total倒的hseems to 
have decreased relatively since 1959. This w舗 P晶rticul晶，rlyapparent in 1969. 
(5) The mean fork length does noもdifferbetween immature and m抗ure2 year-
old fish， while iもisdi宜erentin 3 and 4 ye晶，r-old査団h. The immature 3 and 4 
year-old fish are乱.Iw品yssmaller in length th晶nthe mature fish. 
(6) The relationship beもweenthe abundance of immature chum in “N" year(X) 
岨 dth抗 ofmature fish in “N + 1" year (Y) is shown as晶nequation of a regres-
sion line， such as; Y=0.12玄+0.08(r=0.73). 

緒言

アムール系，オホーツク系，西カム系などのシロサケ魚群は，千島列島の諸海峡を経て5月以降他

のサケ属と共p:オホーツク海Iと来遊分布する。乙れらの魚群は地方群Iとより，あるいは年級群によっ

て来遊の時期を異にするが，樺太千島系を除く他の地方群は 1500E以来のいわゆる西カム沖合海域に

収束し，北上するもの，北上後西進するものP 直ちに接岸湖上するもの，あるいは沖合において索餌

を続けるものなどがある。ペニサケ，カラフトマス，ギンサケ等の回遊群はその年産卵K参加する成

熟魚であるのに対し， シロサケではその年産卵Ic参加せず当海域lとおいて索餌成長を続け，さらに海

洋生活を送る未成魚が成魚とともに混獲され， オホーツク海に分布するシロサケの大きな特徴と言う

ζ とができる。

沖合に分布するサケ・マスの成魚・未成魚については，石田，宮口町高木のや Godfreyめがそれ

ぞれ生殖素重量変化，成熟度指数から成魚， 未成魚を判定し， 石田，高木， 有田のは更に生殖腺の

組織学的観察を主体とし，生殖腺重量，成熟度指数による成魚，未成魚の判定基準についてのべ，

Nishiyama et a1.のは ζれらの判定基準にもとづき，アナディール沖合における未成魚について報告

している。

しかし，オホ{ツク海域における研究報告は少ない。著者は 1969年6月より 10月上旬に至る調査

資料を主体とし， 1959年以降の練習船および政府委託調査船の資料を用い， オホーツク海に来遊分

布するシロサケの未成魚について検討を加え，知見を得たので報告する。

本文に先立ち，資料整理の過程種々御助言をいたt:いた本学部辻同時美教授に対して深甚の謝意を
表する。

資料および方法

1959年以降 (1961年を除く)の北海道大学水産学部練習船北星丸， 1968年， 1969年の政府依託調

査船第五康正丸および親潮丸の漁業試験並びに魚体測定資料6-16)を用い，年級別K成魚，未成魚lと区

分した。成魚・未成魚はGodfreyめの判定基準に拠ったが， 1969年は高木吟の判定基準をも用い対比

した。 Grodfrey:および高木の未成魚判定基準を Table1 K示す。魚体標本を抽出した網目の大きさ

は年によって異なった(Table2)。

T晶ble1. Criteria for distinguishing differences of se広島ge晶ndse品目onbetween 
imm抗u路島ndmatur白 flshin chum s乱Imon

書|
JUNE JULY 

SEX 
e乱rly middle 1品，te early middle I la色。

Female <15g く15g 三五20g <25g 
Male 三三Ig 三三 2g 三三 3g 三五 3g 三三 3g =玉 5g

但池島gi，1961) 
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I G.W 
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>0.1 > 2沼
>0.1 > 2g 

M.I. G.W M.I 
Age Se:玄
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M晶1e

M.I.....M必urityindex， G.W.... .Gonad weighも

zes of the experimental nets used for sampling M関hsizes of色heexperimental nets used fi ・

I 115 

(God企ey，1961) 

T晶，ble2. 
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結果および考察

未成魚について述べる前tじオホーツク海におけるシロサケの来遊のパターンについてのぺる。 Fig.

1は1969年のオホーツク海における句別にみた来遊群の年級組成であるが， 5年魚は， 6月中旬より

遂次その混獲比は減少し8月下旬以降は認められない。 4年魚は， 5月中旬より群の主体をなすが， 8 

月上句以降は減少を示し， 6月中旬以降遂次増加する 3年魚が主体となる。 4年魚の減少傾向につれ

て， 2年魚が出現し始め， 9月下句， 10月上旬には， 3年魚と 2年魚が分布の大部分を占める様!L'.I

り，時期lとより年級群の交替するパタ戸ンが明らかで高年魚は阜く，若年魚がおそく出現する傾向が

A.ge句mposition(%) of catch of chum salmon in July in rece凶 years

Age 

T晶，ble3. 

6 

'59 6.3 12.2 78.2 3.3 。
'60 。 14.5 58.4 27.1 。
'62 。 44.2 45.3 98 O. 7 
'64 。 36.2 49.0 14.8 。
'65 。 5.0 92.3 2.7 。
'66 。 14.9 53.6 31.5 。
'67 0.3 19.4 62.8 16.5 1.0 
'68 。 19.2 66.0 14. 7 0.1 
'69 。 22.6 70.4 7.0 。

5 4 3 2 
Yearキ

• No d品協 were晶V晶il晶blein 1961 晶nd1963 
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示されている。 500_550N， 1500 E以来の海域における 7月の年級組成を経年的11:表示すれば Table

3の如くであるが， 2年魚の割合は極めて低く， 3年以上の年級群も年により変動が大きい。

ζれは，資料抽出の時期，海域の如何，海況による魚群の来遊遅速などによるためであろうと考え

られる。また時期の変化K伴う各年級別の性別は， 3年魚は常11:雄の占める割合が多く， 4年魚では6

月中旬および9月下旬を除き雌が多い。 5年魚では雌の占める割合は 60%以上で増加の傾向を示し

ており，若年魚ほど雄が多く高年魚ほど雌の占める割合が多い乙とが認められる (Fig.2)。

のω
.00 

50 

o L-II以I!I
M L 
JUNE 

E M L 
JULY 

E M L 
AυG. 

2・園田・，3山1IIllDlII，4山隠翠盟，5・・ E橿国

E M L 
SEPT. 

Fig. 1. Se岨.sonal~ch8nges of age composition':of ehumys晶，Jan個，.1969_~~:""':'I ャ

(%~ 

90 

70 

，0' 
o 

、
¥一一

;"、，

》

M L E M L E M L E M L 
JUNE JULY AUG. SEPT. 

Fig.2. S倒的nalchanges of s昭 ratio(percentage of fema.le) of chum自almon，1969 

1. 年令組成とその出現率

未成魚と判定されたシロサケの年令は2年魚から 5年魚があげられ， 6年魚はすべて成魚である。

また 2年魚の殆んどは未成魚であるが，中K雌で25g，雄で 100g以上の生殖素をもつものも若干認
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められた。 7月における未成魚の出現率を経年的にみると (Table4) 2年魚の出現は極めて少なし 3

年魚では， '66までは 3096以上を示しているが， '67年以降は低下の傾向があり，特に '69年では 10

96以下となっている。 4年魚の変動も大きいが， '69年の出現率は 196以下を示しており， 3， 4年

魚とも著しく低率である。とれは， '69年の 6月が近年iとない程表面水温の低温であったととと，魚

群来遊のおくれが7月にも反映した ζとによるものと推定される。

Table 4. 首位lych姐伊 ofoccurrence in percent of immature chum salmon 
in July in the Okhotsk Sea 

町一一
¥
自

2 3 4 5 

'59 100 42.4 2.8 。
'60 50.0 3.3 1.7 
'62 66.1 7.5 3.8 
'64 54.9 8.3 。
'65 54.8 13.2 。
'66 32. 7 24.6 1.9 
'67 100 23.8 10.1 1.2 
'68 17.2 18.5 。
'69 6.5 0.9 。
Mean 100 31. 92 58.81 1.22 

2. 分布および回避

Fig. 3 Ir. 1969年の6月および7月における 3年および4年未成魚の100反当りの橿網尾数を示し

た。 6月の3年魚の揺網率は低<4年魚が多い。 7月には， 530N以南の1550E以西海区IL分布が多く，

-1 ・。

55.N 
eo 

JUNE 
(10-30) (10-20) 

8・
.。

ト53・
tpEーSョ7・・・53.o2 0 ・品
-宮・事

(~ぜ
5'. 

5(/' 

空.
.2 

・o 0.・0・g
，、・白 .0・o o. 153・.0
'0. .11 
20_0 
.? 

-1530 155・ 15T 153. 1550 1570 

Fig. 3. Spatial distribution of immature chum ぬlmoncatch per 100 tans of n的阻
June佃.dJuly， 1969 
晶bove....3yea.r-old， below....4 yea.r-old 
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沿岸寄りには少はい。また6月とは逆tζ3年魚の密度増加が認められる。 Fig.4は， 1959年および

1962年 7月の広域分布状態を示したものであるが，西カム沖合のみならず中央水域にまで広く分布

し， 10m層におけるその年の 32.60%0以上の塩分水帯との対応が示され，太平洋系水の勢力の消長

との関連性が強い。
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ド込τ 45. 

160. 

Fig. 4. Spa.tia.l distribution of imma.ture chum salmon 倒的，hper 100 ta削 ofneもinJuly， 
1959乱nd1962 
Pぽ'enthesized.. . .1959. 

150. 140. 

8月 ('69)は中央部水域の資料はないが，西カム， オホーツク，アムールの各接岸域で未成魚の分

布がみられる様になり範囲が拡がる (Fig.5) 0 9月('69)中旬以降では，樺太東岸沖合Kは未成魚はみ

られず，アムール，オホーツクにおいてもその密度低下がみとめられ，西カム沖合に比較的多く出現

している (Fig.6)。 とれば8月をピークとして，オホーツク海域の海面冷却が始まるため未成魚が南

東方K移動したとも考えられるが，尚資料の蓄積tとより判断しなければとtらない。

シロサケの来遊とその分布域については，早い漁期には塩分との対応性が強く，太平洋系水帯の消

長によって分布限界が定まるようである。
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Fig. 5. Spatial distribution of imm抗urechum salmon catch per 100似附 ofn凶 in
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7月 (1963-65)における未成魚漁獲と温度，塩分の関係を Fig.7 f乙示す。図で明らかなごとく，

水混との関係はみとめられとEいが，塩分では32.60%0以上の水帯!L密度の高い場合が多い。しかしな

がち 8月， 9月(・69)では7月の傾向は残っているが 30.00%0あるいは 31.10%0台の水帯においても，

かなり高い漁獲がみられるようになり，塩分との関係が不明瞭となる (Fig.8)。 ζの現象は主にアム

ール下流沖合およびオホーツク沖合においてみられるが，成熟湖上群とともに群をなし，沿岸水帯の

影響をうける水帯まで行動をともにした未成魚の存在を示すものとみられる。

以上のようにシロサケ未成魚の分布団遊は成魚と行動をともにするととにより， 8月までは太平洋

系水帯の消長と密接な関連を有するが，成熟魚湖上後においては海面冷却に伴ない遂次南東部へ移動

するものと解された。

3. 未成魚出現率の時期的な変化

'69の3年魚および4年魚の未成魚出現率(96)をFig.9!L示す。 Aは高木のの， BはGodfreyめの
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Fig. 6. Spatial disも，ributionof immature chum salmon catch per 100 ta耐 ofn凶
in Sepもember，1969 
晶，bove.. . .2 year・old，middle. . . .3 ye乱，r-old，below....4 ye晶，rold 

未成魚判定基準によるものであるが，いづれも時期の進むにつれて未成魚の増加傾向が明らかに示さ

れている。 Grodfre戸による 9月中旬の3年魚およびGodfrey3>，高木勾による8月下旬の4年魚で出

現率が低下しているが， ζれは成魚の多い樺太東岸海域の資料を ζみにしたためであるが，前記海域

のものを除けば8月中旬以降は旬を追う Cとに増加率が高まる。 2年魚， 5年魚については図示しない

が， 5年魚の未成魚出現率は低く 196以下である。また 2年魚ではその漁獲は 9月下旬1<:集中して

おり，その 9796は未成魚で占められている。

Fg. 10はみ 4年魚のシロサケの漁獲と未成魚の漁獲の関係を示すもので，両年級群の密度と未成

魚の関係を対比した。 3年魚では 7月中旬t己最も密度が高くなり，以後，下降傾向となるが，未成魚

の漁獲は時期の進むにつれて上昇している。 4年魚の漁獲も 3年魚同様7月中旬をピークとして漁獲

は急減するが，未成魚の漁獲は6月下旬以降は減少を示し，両者の関係はほぼ併行しているとみなさ

れる。
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1970] 三島:オホ{ツク海のシロサケ特に未成魚の分布団遊
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Table 5に Grodfrey3>の判定基準にもとづく年令を乙みにした雌雄別の未成魚の割合を，生殖素重量

と成熟度指数を対比して示したが，表示のごとくほとんど大きな差異はない。

4. 生物的な特徴

。体長および体重組成

2年魚のほとんどは未成魚であるがFig.111己'69年9月下旬-10月初旬1<::漁獲された 2年魚の体

長体重の組成を雌雄別に図示したが，いずれも雌雄による差異は認められない。 Fig.12は3年魚の

成魚，未成魚の体長組成の時期的変化を示したが，時期の進むにつれて魚体の成長が認められる。し

かし未成魚は成魚に対してその体長モードは常に小さい方に傾き， ζれは '66年の 4年魚の場合にも

明らかである (Fig.13)。

2) 生殖繁重量

生殖素重量も体長iとみられたととく時期の推移に伴ない増加する。

8月上旬には3年魚雄では， 2 g孟と 120-140g付近で 2つの峯が示され， 2g 主主は以後増加し，

100 g以上の個体は8月下旬には急減し， 9月下旬には 2gとがほとんどとなる (Fig.14)。

雌についても雄と類似の分布が認められる ((Fig.15)。
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三島:オホーツグ海のシロサケ特に未成魚の分布回遊
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5. 成魚と来成魚との量的関係

Fig.16は1959年以降 (1961年を除く)の年令を ζみにした成魚と未成魚の7月における漁獲を対

比した。 500_550 N， 1550 E以東の海区における漁獲資料によるものである。オホーツク海IL来遊

分布する未成魚が，その年の冬を越し翌年再ぴ当海域に成魚として回帰するとの前提にたてば，未成

魚と翌年の成魚との問には， その豊度に正の相関がある筈である。 1962年以降の両者の関係につい

て，その豊度は直線式で表わされると考え試算し， Y = 0.12 X + 0.08 (r = 0.73)を得た(Fig.17)。
未成魚と翌年の成魚の豊度の関係をかなり反映していると認められる。更にサンプリングの時期，期

間，海域の偏り，魚群来遊期の早遅，使用漁具の統一等を考慮すれば更に相関が高まるものと期待さ
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れるが， との両者の関係からその年の未成魚より翌年の成魚の豊度を推算するととは可能になるであ

ろう。

給 自慢

アラスカ湾でGodfrey勾が行なった調査では 3年維の 8096，3年雌の 9096が未成魚であるとして

いるが，オホ{ツク海では Table41<::見ちれるCと<.1965年以前は 42-6696を占めていたが，

1966年以降その出現率は減少傾向を辿っている。 3年魚の場合 115，121m/m目合IL比べて 112m/m

日合での捕獲は成魚より体長， 体重の小さい未成魚をより多く撰択し， 増加すると考えられるが，

'68. '69年では急激な減少を示しており，系統群，海域の相異はあるとしても，アラスカ湾における

シロサケと比ぺて，未成魚の割合の少ないととが特徴的である。また 8月-10月初旬IL多く出現す

る2年魚の中1<::成魚と判定される生殖素を持つものも認められ，オホ戸ツク海が，シロサケにとって
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1970] 三島:オホーツク海のシロサケ特に未成魚の分布団遊
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成育場であるという他の魚種には見られない来遊分布と，成長成熟の年による早遅とを併せて考えは

ければならない問題であろう。

また未成魚，特lと雄の 2gミヵZ成魚との判定基準とされる早い漁期におけるIIlJJ定精度が大きく未

成魚出現の割合を左右するとも考えられ，乙の時期の意識的な測定精度が要望される。

要約

1) オホーツク海i己来遊分布するシロサケ，特に未成魚の分布団遊について， 1969年の資料を主

体として検討した。未成魚の判定基準は Godfreyめのものを用い， 1969年は高木勾の基準をも用い対

比した。
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197例 三島:オホーツク海のシロサケ特に未成魚の分布回遊
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2) オホーツク海IL来遊するシロサケは早い漁期に高年魚が多く， 8月中旬以降は若年魚が多く出

現する。来遊分布の主体は 4年魚である。

3) シロサケの性比は高年魚では雌が多く，若年魚は雄が多い。

4) 未成魚の年令組成は 2-5年である。 6年魚IL未成魚は認められない。また， 2年魚のほとん

どが未成魚であり，未成魚としての獲られ方は 3年魚と 4年魚の個体数が多い。

5) 成魚と共に来遊する未成魚の分布は太平洋系水帯の消長IL従属的であり， 7，8，9月には分布

の範囲は拡大する。 10m層の塩分 32.60~目。以上の水塊内で分布密度が高い。併し 8 月以降にはその

対応性が失なわれてくる。

6) 3，4年魚では， 6月中旬以降，未成魚の出現は時期の進むにつれて糟加する。

2年魚は 9月以降の出現が顕著で，しかも西カム沖合IL多く分布する。

7) 海面の冷却の始まる 9月には北西海域の未成魚の密度は稀薄となり，南東方への移動が推定

される。

8) 3，4年魚では未成魚は成魚より体長体重の組成は小さい。

9) その年の未成魚と翌年の成魚との聞には， y= 0.12 X + 0.08の直線式で表わされる相関係
数 r= 0.73の関係が認められる。

10) オホーツク海域にはシロサケの未成魚のみが分布しているが， その特異性については， シロ

サケの生理生態並K棲息環境の面から追求する ζ とにより，その生活史を明らかにする ζとでできる

と考えられる。
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